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堤防強化の代表的な工法

①井桁擁壁工法 （堤防断面を大きくし、
堤防の安定性を増加させるとともに堤防の安定性を増加させるとともに川裏
側に設置された井桁擁壁により、堤体内堤体内
の水位を速やかに排水の水位を速やかに排水）

②裏のり尻ドレーン工法 （川裏側のり尻
に砕石を設置し、堤体内の水位を速やか堤体内の水位を速やか
に排水に排水）

③表のり面被覆工＋ブランケット工法
（表のり面および高水敷に遮水効果のあ
る材料を敷設し、河川水の侵入を防ぐ河川水の侵入を防ぐ）

④表のり面被覆工＋川表遮水工法 （表
のり面および基礎地盤に遮水効果のあ
る材料を敷設、打設し、河川水の侵入を河川水の侵入を
防ぐ防ぐ）

 

(工法②) 
西宮市戸崎町 
H19 年度 

 (工法②) 
西宮市上ノ町 
H18 年度 

(工法④) 
尼崎市稲葉荘 
H19～H20 年度 

(工法①) 
尼崎市大島町 
H18 年度

(工法②) 
尼崎市南武庫之荘 
H19 年度 

（工法②） 
尼崎市武庫町 
H19～H20 年度 

(工法②) 
西宮市小曽根町 
H17 年度 

裏のり尻に設置されたド
レーン（かごマット）堤脚水路

武庫川右岸側：西宮市上ノ町
　②裏のり尻ドレーン工法

武庫川左岸側：尼崎市大島
　①井桁擁壁工法

（浸透対策）

１

２

１

阪急電鉄橋梁：左岸
　高水護岸を設置している

２

武庫川橋：右岸
　高水護岸を設置している

横断工作物（橋梁、堰等）がある箇所には以下の写真のように高水護岸が設置されています。
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